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1. 研究背景 

La5Mo4O16は Mo の 4 価と 5 価が 3:1 の割合で存在

していて，ab 面にスピン S=1 のMo4+とスピン S=1/2 の

Mo5+を中心とした正八面体MoO6が市松状に並んだ

構造となり , 面間は非磁性のMo4+を含むMo2O10が

Mo4+O6同士をつないでいる二次元磁性体である[1]。

先行研究[2]では，転移温度𝑇𝑁より低温で，面間強磁

性 FM から面間反強磁性 AFM へ、あるいはその逆方

向へのメタ磁性転移における磁化の緩和が観測されて

いる。またLa5Mo4−xMnxO16において、緩和時間の温

度・磁場依存性が二次元核生成核成長理論で説明で

きることがわかっている[3]。 

このような磁化の緩和の振舞いが Mn ドープ特有かを

確かめることを目的として、La5Mo4O16に Coをドープし

た試料を作製し、磁化の緩和測定を行った。 

 

2. 実験方法 

Floating Zone 法に よ り La5Mo4−𝑥Co𝑥O16(𝑥 =

0.2, 0.4, 0.8) の単結晶を作製し,VSM-SQUID磁束計

で磁化の時間依存性を測定した。FMからAFMへの

磁化の緩和の測定は, 𝑇𝑁以上で面間方向に強磁場

を印加した後に測定する温度まで温度を下げた後に，

測定する磁場まで下げて, その後の磁化の変化を測

定した。AFMからFMの測定では,ゼロ磁場の状態で

𝑇𝑁以上の温度から測定する温度まで温度を下げた

後に，測定する磁場まで上げて, その後の磁化の変

化を測定した。 

 

3. 結果 

La5Mo3.8Co0.2O16の磁化の時間依存性の結果を

図 1に示す。AFMから FMでは磁場の増加に伴って

相転移に要する時間である緩和時間が短くなり, FM

から AFM では磁場の増加に伴い緩和時間は長くな

った。磁化の時間依存性から具体的な緩和時間𝜏を

求めるため, Avrami の式における𝜏に Gauss 分布を

導入した式でフィッティングを行った。 

 二次元核生成核成長理論によると、緩和時間の

温度・磁場依存性は 

𝜏 = 𝜏0 exp (
1

𝑘𝐵𝑇

𝐴2

|𝜇𝐵𝐻 − 𝐵|
) (1) 

⇔ 𝑇 ln 𝜏 = 𝑇 ln 𝜏0 +
1

𝑘𝐵

𝐴2

|𝜇𝐵𝐻 − 𝐵|
(2) 

で表される。𝜏0, 𝐴, 𝐵をフィッティングパラメータとして，

実験結果を式(2)でフィッティングを行った結果を図 2

に示す。ここから, Co ドープにおいても Mn ドープと

同様の理論が適用できることがわかった。 

 各パラメータの値を図 3 に示す。パラメータ A は

面内相互作用𝐽⊥に対応する値であり,およそ𝑇𝑁の 1/2

の値になる。La5Mo4−𝑥Co𝑥O16では𝑇𝑁 =150K程度で

あることを考えると, 得られた A がおおよそ 10K であ

るという結果は，オーダーとしては妥当な値であると

言える。また A は x に対して大きくは変化しないこと

がわかった。一方，パラメータBは面間相互作用𝐽||に

対応する値であり, x の増加に対して減少することが

わかった。 

 

  
図 1 磁化の時間依存性 (左:AFM→FM 右:FM→AFM) 

 
図 2 𝑇 ln 𝜏 − 𝑇ln𝜏0 𝑣𝑠 𝐻 (左: 𝑥 = 0.2 右: 𝑥 = 0.2)  

 
図 3 パラメータの x依存性 
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